
問
新
学
習
指
導
要
領
が
示
す
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
認
識
は
。

答
教
育
長
／
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
は
、

教
科
書
の
内
容
に
沿
っ
て
指
導
す
る
こ
と

が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
が
、
子
供
た
ち
を

取
り
巻
く
急
激
な
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

子
供
た
ち
が
未
来
社
会
で
必
要
と
な
る
資

質
、
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
学
校
が
目
指

す
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
課

程
を
編
成
し
、
そ
れ
を
実
施
、
評
価
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
各
学

校
で
取
り
入
れ
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
各
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
推
進
に
向
け
た
教
育
委
員
会
の

支
援
は
。

答
教
育
長
／
本
市
は
義
務
教
育
九
年
間

を
意
識
し
た
教
育
課
程
の
編
成
や
小
中
学

校
を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
各
学
校
で
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
が
重
要

と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
管
理
職
等
を
対
象
に
専
門
の
教
育
者

に
よ
る
研
修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
経
験
年
数
に
応
じ
た
研
修
会
や
指
導
主

事
に
よ
る
指
導
等
を
通
じ
、
各
学
校
が
効

果
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

渡
邉
　
博
夫

子供の資質、能力を育む
カリキュラム・マネジメントの推進を

問
本
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
令
和
元
年
七
月
一

日
現
在
、
本
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
数
は
二
万
六
千
九
枚
で
あ
る
。

交
付
率
は
十
三・
二
％
で
あ
り
、
全
国
平

均
と
同
程
度
で
、
県
平
均
の
十
二・
四
％

を
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
と
し

て
は
、
令
和
四
年
度
末
ま
で
に
全
国
民
へ

交
付
す
る
と
い
う
国
の
目
標
に
向
け
、
健

康
保
険
証
利
用
な
ど
の
附
帯
機
能
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
や
、
公
務
員
に
よ
る
一
斉
取

得
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
大
き
く
普
及
が
進
む
も
の
と
見
込
ん
で

い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
向

上
に
向
け
た
具
体
策
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
郵
送
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
市
民

み
ず
か
ら
が
地
方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム
機

構
に
直
接
申
請
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

交
付
率
向
上
に
向
け
、
本
市
で
は
、
手
続

に
不
安
が
あ
る
市
民
の
た
め
に
一
連
の
手

続
を
職
員
が
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

ほ
か
、
確
定
申
告
の
際
や
企
業
等
の
要
望

に
応
じ
て
職
員
が
出
向
く
出
張
受
付
の
実

施
、
最
寄
り
の
市
民
窓
口
事
務
所
で
の
交

付
や
予
約
制
で
の
休
日
交
付
を
行
う
な
ど
、

市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
対
応
に
努
め
て

い
る
。

渡
部
　
一
二
実

本市におけるマイナンバーカード
交付率向上策は

問
情
報
社
会
に
続
く
新
た
な
社
会
の
姿

を
指
す
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５・０
に
対
す
る

認
識
は
。

答
市
長
／
情
報
技
術
の
革
新
等
に
適
切

に
対
応
し
つ
つ
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
た
市
政
運
営
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
革
新
的
技
術
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
は
、
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
や

利
便
性
を
高
め
、
社
会
や
暮
ら
し
を
大
き

く
変
化
さ
せ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５・０
な
ど

の
新
し
い
時
代
の
流
れ
に
即
応
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
通
信
速
度
や
容
量
等
の
向
上
が
期
待

さ
れ
る
第
五
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム

（
５
Ｇ
）
に
対
す
る
認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
５
Ｇ
は
、
超
高
速
、
多

数
同
時
接
続
等
を
特
徴
と
す
る
次
世
代
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
で
、
令
和
二
年
の
商
用

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
家
電
、
自
動
車
等
の
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
つ

な
が
る
Ｉo

Ｔ
時
代
に
必
要
不
可
欠
な
基

盤
と
し
て
今
後
の
市
民
生
活
や
社
会
の
あ

り
方
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
特
徴
を
生
か
し
、
自
治

体
業
務
に
お
い
て
は
、
河
川
や
道
路
の
監

視
、
遠
隔
授
業
等
の
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
澤
　
隆

先端テクノロジーに対応した
市政運営を

問
ら
ら
ぽ
ー
と
沼
津
の
開
業
に
伴
い
、

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

ら
ら
ぽ
ー
と
沼
津
の
開
業
後
の
中
心
市
街

地
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
市
長
／
多
く
の
集
客
が
見
込
ま
れ
る

ら
ら
ぽ
ー
と
沼
津
の
効
果
を
中
心
市
街
地

に
波
及
で
き
る
よ
う
に
公
共
交
通
の
充
実

を
図
る
ほ
か
、
ら
ら
ぽ
ー
と
沼
津
と
中
心

市
街
地
の
商
店
街
が
一
体
と
な
っ
た
商
業

振
興
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
等
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
経
済
全
体
の
発
展
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
市
長
が
持
つ
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
短
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

答
市
長
／
沼
津
駅
南
口
駅
前
広
場
に
お

い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に
、

バ
ス
事
業
者
別
に
設
置
し
て
い
る
乗
り
場

を
行
先
方
面
別
に
再
編
す
る
ほ
か
、
中
心

市
街
地
に
お
い
て
空
き
店
舗
を
魅
力
的
な

空
間
と
し
て
再
編
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
や
、
道
路
等
の
公
共
空
間
を

人
中
心
の
居
心
地
の
よ
い
空
間
に
再
編
す

る
社
会
実
験
を
行

っ
て
い
く
な
ど
し

て
、
市
民
に
対
し

て
将
来
目
指
す
べ

き
姿
を
可
視
化
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

加
藤
　
明
子

市長が持つ中心市街地のまちづくり
に対する短期的なビジョンとは

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

一
　
　
括

一
問
一
答 ▲バス乗り場の再編を検討している

沼津駅南口駅前広場
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